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吸いたい気持ち*をやわらげるOTC医薬品です。禁煙外来の補助としてもご利⽤いただけます。

お薬について 禁煙外来でのご案内について

OTC医薬品と保険診療禁煙補助薬との違いについて

OTC医薬品のため処⽅はできませんが、保険診療での禁煙治療を⾏う⼿順書である
『禁煙治療のための標準⼿順書第8.1 版』は、OTC医薬品であるニコチンガムも禁
煙補助薬の選択肢としています。また、保険診療において医療⽤禁煙補助薬の使⽤
が困難な場合、処⽅箋を発⾏せず患者さんにOTC医薬品の購⼊を⽰唆するガイダン
スが、『医療⽤禁煙補助薬⽋品＆品薄状況における外来禁煙治療の⼿引き令和 3 
年 9 ⽉再改定版』に述べられております。
※この情報を参考にした診療を実施したことによって⽣じるトラブルや損害について、弊社では責任
を負いかねますのでご了承ください。

ü 効能：禁煙時のイライラ・集中困難・落ち着かない
などの症状の緩和

ü OTC医薬品（第②類医薬品）です。ドラッグストア
に加えオンラインでの販売もございます。

OTC医薬品 例ニコチンガム（ニコレット）禁煙中の患者
さんが吸いたい気持ちを感じたときに使⽤するガムタイプ
のお薬で、禁煙中の喫煙欲求に悩む患者様へおすすめの選
択肢です。服⽤期間の⽬安は、1⽇の喫煙本数が20本以下
の場合約8週間。その場合の負担⾦額は約1.7万円です。

保険診療で処⽅される禁煙補助薬 例バレニクリン
期間中継続して服⽤する飲み薬で、服⽤期間は12週間。
負担⾦額は保険適応で約1.4万円、⾃由診療の場合は4.3万
円です。（弊社調べ）

*禁煙時のイライラ・集中困難・落ち着かないなどの症状から⽣じるタバコを吸いたい気持ち

令和 3 年 9 ⽉ 16 ⽇公開『禁煙治療のための標準⼿順書第8.1 版』（⽇本循環器学会他）及び、これ
に準じた『医療⽤禁煙補助薬⽋品＆品薄状況における外来禁煙治療の⼿引き令和 3 年 9 ⽉再改定
版』（⽇本禁煙学会）に基づく情報です。

医療従事者向け

ジョンソン・エンド・ジョンソンお客様相談室フリーダイヤル：0120-101110 (受付時間/9:00~17:00 ⼟⽇祝・年末年始を除く)

ニコレットに関する詳細情報については同梱チラシを参照、またはお問い合わせ先までお気軽にご連絡ください。

処⽅薬の供給問題により、禁煙外来の診療ができない、新規患者を受け⼊れられな
いという声を多く聞いております。しかし禁煙補助薬を処⽅できなくても、⾏動療
法および認知⾏動療法などを主体に禁煙治療を⾏うことは可能です。 (※なお、⾏動
療法および認知⾏動療法などを主体とした禁煙外来でも、スケジュール⾃体には変
更はありません) またニコレットはドラッグストア等で取り扱われているOTC医薬
品ですが、「禁煙治療のための標準⼿順書第8.1版」にも記載されており、患者が前
向きに取り組みやすくなるサポートの⼀つとして有⽤かと思われます。この資料は
医師が押さえておきたいポイントをまとめて、ジョンソン・エンド・ジョンソン株
式会社に作成頂きました。ぜひお読み頂き、禁煙したい患者が私たち医師のサポー
トを受けられるようになることを願っております。

監修： ⽇本禁煙学会 作⽥学先⽣、安陪隆明先⽣

第②類医薬品



禁煙までのニコチンガム使⽤量・期間の⽬安

! 噛み⽅の留意点 !
ü 必ず1回1個を約30〜60分かけてゆっくり、断続的に
噛むようにしてください。普通のガムのように噛む
と、唾液が多く出て、ニコチンが唾液と⼀緒に飲み
込まれ、⼝腔粘膜からの吸収が低下し、きちんとし
た効果が得られません。またニコチンの過剰摂取に
より吐き気、めまい、腹痛などの症状、⼝内・のど
への刺激間などの副作⽤があらわれることがありま
す。副作⽤の症状が強い場合には、噛み⽅をご確認
ください。

ü また、コーヒーや炭酸飲料などを飲んだ後、しばら
く本剤を使⽤しないようにしてください。（本剤の
⼗分な効果が得られないことがあります。）

! ヘビースモーカーの場合 !
ü 左記のようにヘビースモーカーは多くのガムを必要
とするため、副作⽤が出現しやすくなります。その
可能性を事前に説明しておく⽅が、薬剤の使⽤継続
並びに禁煙成功につながります。

! ⻭や職業上の問題等でガムが噛めない場合 !
ü ニコチンガムを使⽤しにくい場合は、ニコチンパッ
チの使⽤などもご検討ください。

ü また、⼊れ⻭などの⻭科的治療を受けたことのある
⼈には、使⽤に際して注意を促してください。

! 噛みすぎる、やめられない場合 !
ü ニコチンガムは喫煙者がどうしてもタバコが吸いた
くなったときに噛むように指導するのが⼀般的です
が、うまく調整できない⼈には、1⽇の最⼤使⽤量
を超えない範囲で使⽤のスケジュールを固定する
（例えば、 1 時間〜 2 時間毎にガムを 1 個ずつか
む）⽅法があります。

ü また、少しでも吸いたくなったらすぐに使⽤するの
ではなく、吸いたい気持ちを感じても3分ほど時間
をおいてから噛むなどの⼯夫も考えられます。

禁忌・副反応について

1. 次の⼈は使⽤しないこと
（1）⾮喫煙者〔タバコを吸ったことのない⼈及び現在タバコを吸っていない⼈〕
（はきけ，めまい，腹痛などの症状があらわれることがある。）
（2）すでに他のニコチン製剤を使⽤している⼈
（3）妊婦⼜は妊娠していると思われる⼈
（4）重い⼼臓病を有する⼈

1）3ヵ⽉以内に⼼筋梗塞の発作を起こした⼈
2）重い狭⼼症と医師に診断された⼈
3）重い不整脈と医師に診断された⼈

（5）急性期脳⾎管障害（脳梗塞,脳出⾎等）と医師に診断された⼈
（6）うつ病と医師に診断された⼈
（7）本剤の成分による過敏症状（発疹・発⾚,かゆみ,浮腫等）を起こしたことがある⼈
（8）あごの関節に障害がある⼈
2. 授乳期間中の⼈は本剤を使⽤しないこと（本剤を使⽤する場合は授乳をしないこと）

(⺟乳中に移⾏し，乳児の脈が速まることが考えられる。）
3. 本剤を使⽤中あるいは使⽤直後に次のことをしないこと
（1）喫煙
（2）ニコチンパッチ製剤の使⽤
4. 6ヵ⽉を超えて使⽤しないこと

※使⽤後、副作⽤の可能性がある症状。
⼝内炎、のどの痛み、吐き気、嘔吐、腹部違和感、胸やけ、⾷欲不振、下痢、発疹、発
⾚、かゆみ、頭痛、めまい、試⾏減退、眠気、動機、胸部不快感、胸部刺激感、顔⾯潮
紅、顔⾯浮腫、気分不良

その他ニコチンガム案内時の補⾜情報

監修： ⽇本禁煙学会 作⽥学先⽣、安陪隆明先⽣





0120-101110



ニコレットに関する詳細情報については下記のお問い合わせ先までお気軽にご連絡ください。

ジョンソン・エンド・ジョンソンお客様相談室

フリーダイヤル 0120-101110
受付時間 / 9:00〜17:00 (⼟⽇祝・年末年始を除く)

※旧ニコレット禁煙⽀援センターを兼務しており（ニコレットの製品に関するお問い合
わせ、啓発資材のご要望、禁煙についてのご相談）も受け付けております。


